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審査要旨 
本論文は、日本古代において「奈良美術」が形成されていく過程を特に造寺・造仏の観点から体系的に
論述したものである。その大要は、以下の通りである。 
 まず、序論「中国仏教美術の受容」では、中国漢民族がインド仏教を独自に受け容れて東アジアの「一
大総合文明」「先端文明」「ハイカルチャ－」に仕立て上げた仏教を日本は漢字文明とともに南朝から百済
を経て受容したことを総説する。以下、具体的な論述は４部構成をとり、まず、仏教美術受容の第一段階
を扱った第Ⅰ部「奈良美術の登場」は７章からなる。 
その第一章「わが国における中国仏教美術の受容」では、５７７年（敏達６）に百済から送られてきた
造寺・造仏工各１名によって日本の仏教美術制作がはじまり、それは中国仏教美術の「丸呑み」であった
が、ヒノキ材による造寺に関しては日本の独自性がみられるとする。第二章「飛鳥寺の発願と造営集団」
では、『日本書紀』と『元興寺縁起』を詳細に検討した上で、飛鳥寺造営が５８７年（用明２）に開始され、
それは、１０年前に渡来した工人２名によって育てられた工人集団の手になるものとみる。第三章「飛鳥
寺の創立と本尊」では、前章を受けて、さらに「露盤銘」や「丈六光銘」の解読を推し進め、飛鳥寺二時
期完成説をしりぞけ、一貫した造営過程を提示する。ついで、第四章「法隆寺の創立」では、『法隆寺縁起』
や「薬師銘」の矛盾を追究して、法隆寺（若草伽藍の創建法隆寺）丁卯年（６０７：推古１５）発願説を
提唱し、飛鳥寺につぐ第二の本格的な寺院伽藍が法隆寺であったとみる。第五章「法隆寺釈迦三尊像の制
作と原所在」では、学説に混乱がみられる当該像および光背銘の解釈とその意匠工芸をめぐる理解とを再
吟味し、銘文どおりに読むべきことを主張する。そして、当該像は、当初、斑鳩宮内の仏殿に安置されて
いたと推測する。さらに、第六章「四天王寺の発願と造営」では、『日本書紀』および「大同縁起」を分析
して、長期にわたる四天王寺造営過程を想定する。すなわち、飛鳥寺・法隆寺の完成を待って、聖徳太子
の晩年に発願され、造営の開始をみたが、太子の死によって中断した。その後、６４８年（大化４）に塔
ができ、百済再興のための派兵を機に大四天王像が安置され、弥勒像を本尊とする金堂は天智朝に完成し
たとみる。最後の第七章「クスノキ像の制作」では、クスノキ像の日本創始説をしりぞけ、インドの檀像
代用の意味をもつ中国南朝のクスノキ像が百済を経て日本に伝わり、それを模して造られるようになった
とみる。 
以上の第Ⅰ部につづいて、仏教美術受容の第二段階を扱う第Ⅱ部「勅願寺と律令体制下の国家官寺」は
５章からなる。その第一章「勅願寺と国家官寺の成立」では、初の天皇（舒明）「勅願」になる百済大寺こ
そが「大寺」概念のはじまりであり、６８０年（天武９）以降、百済大寺の後身である大官大寺を中核に
して川原寺・薬師寺などを加えながら、国家「官寺」体制へと向かったとみる。第二章「勅願寺造営集団
と国家官寺造営組織」では、造宮技術の転用、初唐美術の輸入（大官大寺の乾漆像、川原寺の塑像その他）
などを推進する「エリ－ト工人集団」が造寺司組織のもとで編成され、その集団は、山田寺ついで薬師寺
の金銅丈六仏像をも制作したとする。第三章「白鳳彫刻論－勅願寺・国家官寺と白鳳彫刻－」では、議論
の多い「白鳳」概念を再考し、前章で取り上げた「勅願寺」ついで「官寺」の仏教美術こそが当概念にふ
さわしいとみる。第四章「百済大寺の造営」では、大安寺の各種寺伝資料を駆使し、また、近年発掘の吉
備池廃寺遺構などを解析して、百済大寺の造営過程を推定し、乾漆の本尊丈六仏像をめぐる『大安寺縁起』
の錯誤記事指摘にも及ぶ。第五章「薬師寺の造営」では、藤原京薬師寺本尊の６９７年（持統１１）完成
説をしりぞけ、６８８年（持統２）完成説を造営過程のもとで位置付ける。 
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さらに、第Ⅲ部「斑鳩地域の寺院造営」は４章構成のもとで、宮都とは異なる特定地域の仏教美術のあ
り方を論じる。その第一章「中宮寺」では、資料の乏しい中宮寺の造営過程を、聖徳太子絵伝や本尊半跏
思惟像などを手掛かりにして推論し、法隆寺側の発願であること、本尊は孝徳斉明朝ころの作であること、
未完成・未整備な小規模伽藍であったことなどを指摘する。第二章「法起寺」では、「塔露盤銘」の解読を
踏まえて法起寺の造営過程を復原し、前身遺構とのかかわり、同寺伝来の菩薩立像の性格、年輪年代学へ
の私見、法隆寺・中宮寺・法輪寺の造営過程との諸関係に及ぶ。第三章「法輪寺」では、「寺家縁起」や『上
宮聖徳太子伝補闕記』の資料批判を通して法輪寺の造営過程を推論し、前身遺構とのかかわりや飛鳥仏伝
来の意味などに及ぶ。第四章「再建法隆寺の造営と太子信仰」では、６７０年（天智９）以降の法隆寺再
建過程を食封停止や平城遷都との関係で論じる。そして、この間、釈迦三尊像・薬師像・救世観音像の金
堂安置や県犬養三千代との接近などによって聖徳太子信仰を高揚させ、再建の原動力にしたが、その技術
は飛鳥時代以来の古い体質を斑鳩地域で温存させたものであり、「勅願寺」や「官寺」のそれとは異なるも
のとみる。 
最後の第Ⅳ部「奈良美術の完成」は２章からなる。その第一章「平城京における薬師寺の移転工事」で
は、１０１５年（長和４）の『薬師寺縁起』を再検討して、平城京薬師寺の金堂・本尊完成を７２０年（養
老６）とし、７１８年（養老２）説をしりぞける。第二章「盧舎那大仏と大仏殿の造立」では、大仏殿の
柱数資料などを再検討して東大寺造立過程を想定し、多くの宮殿造営と複数の巨大寺院造営とを同時に可
能とした「天平のエリ－ト工人」時代到来を説く。一方で、平城遷都後の「建築・造仏ラッシュ」が終結
に向かう時に「エリ－ト工人」を襲う「虚脱感」の「ケア」が東大寺大仏殿と大仏の造立であったともみ
る。そして、本論文の末尾では、飛鳥寺にはじまり東大寺に完成をみる「奈良美術成立史」を、工人集団
の育成・成長の視点から総括「奈良美術成立史」としてまとめる。 
以上からなる本論文は、制作物にとどまらない造寺・造仏の各種資料（文字資料や発掘資料など）を総
合的に駆使して、整然と明快にまとめ上げた日本古代造寺・造仏史である。これまで、造寺・造仏の研究
は個別寺院ごとに、あるいは専門分野ごとにおこなわれることが多かったが、本論文は、その個別分散化
を乗り越えて、相互の関連性と体系化を目指したものであり、その意義は高く評価される。また、工人集
団の技能と仕事量や育成継承過程に留意したこと、ヒノキ材の建築やクスノキ像、乾漆像の出現に意味を
見出したこと、金堂よりも塔の造立を優先した時期の存在を示唆したこと、斑鳩地域の工人の特質を宮都
の工人集団との関係で位置付け、法隆寺再建問題に一石を投じたこと、そして、錯綜する研究史を巧みに
整理し、複雑な造営過程を分かり易く図表で示したこと、などは特に注目される。一方、「奈良美術成立史」
の上で、唐以外の朝鮮諸国、とりわけ新羅の影響をどのように位置付けたらよいのか、また、造寺・造仏
を伝える文字資料にはさらに別な解釈も可能なところがありはしないか、というような局面も見受けられ
る。しかし、これらの局面は、本論文の優れた価値を何ら損なうものではなく、本論文は、博士（文学）
の学位授与に値する論文であると認められる。 
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